
『新年あけましておめでとうございます』
校 長 網田 俊二

お う だ

新年あけましておめでとうございます。皆様にとりまして、２０１０年(平成２２年)の夜明

けは如何だったでしょうか。日本では、昨年１年間の世相を象徴する漢字が「新」ということ

でした。振り返ってみれば、日本の新政権の誕生、新型インフルエンザの世界的な大流行、イ

チロー選手の大リーグでの新記録などなど、「新」という字に関わりのある出来事が確かに多か

ったような気がします。

本校でも、昨年は新型インフルエンザに悩まされた一年でした。第一波が７月に、そして第

二波が１１月の運動会前後に押し寄せ、先が見通せない状況に追い込まれました。それに対し

て、学級閉鎖や学年閉鎖の対応をとりましたが、１２月に入ってからは感染者がゼロという状

態になりました。しかし、この新型インフルエンザが形を変えて流行することも考えられます

し、今後も予断が許されない状況です。

さて、いよいよ今日から３学期が始まりました。新しく本校に編入学した児童生徒は、小学

部１７名、中学部１名で、全体では２,４１２名でのスタートとなりました。新しく本校に編入

学された児童生徒の皆さんには、一日も早く学校に慣れ、多くの友達を作って、楽しい学校生

活を送ってほしいと願っています。

また平成２２年度は、小学部にとっては新教育課程への最後の、そして中学部はあと２年の

移行期間となります。これまで段階的に教育内容の移行を進めてきましたが、本年度は更なる

授業時数の確保、算数・数学及び理科の教材の整備、英会話授業の内容の改善等を行って参り

ます。詳細につきましては、新年度はじめの各学年等の保護者会においてご説明する予定です。

最後になりましたが、子どもたちにとっては、この３学期は

１年間の総仕上げの学期でもあり、次の学年に向けての準備の

学期でもあります。短い期間ですが、私ども教職員も気持ちを

引き締めて、本年度の教育活動の総仕上げに取り組んで参ります。

本年も引き続き保護者の皆様のより一層のご理解とご協力のほ

どをお願いいたします。



『ありがとう』と『ごめんなさい』
生徒指導部長：栗林 聡

ある子が、学校で自分の物を落としてしまいました。目の前で違うクラスの子がそれを拾っ

て渡してくれました。その時に、「すみません」と言う子が多いようです。本当は、「ありがと

う」が正しい言い方だと思います。人に何かしてもらったとき、それに対して感謝の気持ちを

こめて「ありがとう」と言うことは当たり前のことで、それが、自然にできることが大切だと

思います。

日本人は、昔から生活の中でいろいろなところに神様がいて、それらの神様に感謝をして生

きてきました。これは、八百万の神（やおよろずのかみ）という考え方があり、感謝の気持ち

を常にもって生活をしてきました。針供養と言って使えなくなった針を最後は柔らかい蒟蒻や
こんにやく

豆腐に刺して供養することもありました。こうした心を大切に日本人は生きてきました。

今、私たちは、生活の中にどれだけこの感謝の気持ちをもって生活できているでしょう。お

子様が、お弁当を毎日作ってくれるお家の人に「ありがとう」と言って受け取っているでしょ

うか。毎日着ている服を洗濯してくれるお家の人に感謝の気持ちをもって接しているでしょう

か。バンコクで生活できていることに感謝の気持ちをもっているでしょうか。学校では、用務

員さんがゴミの片付けや掃除をしてくれています。警備員さんが安全を守ってくれたりしてい

ます。モニターさんは、バスの中の大きな荷物を持ってくれたり、ステップを降りるときに助

けてくれたりします。「ありがとう」と感謝の気持ちを伝える場面は数多くあります。ぜひ、一

度、お子様とこのことについて話してみてください。私たち教師は、子ども達に学習や運動、

生活についていろいろなことを教えています。もちろん私たち教師も、子ども達に教えてもら

うことがあり、感謝の気持ちを表すときがありますいます。

また、感謝の気持ちがあるから、謝罪することができると思います。相手のことを大切にす

る気持ちがあるからこそ、やってはいけないことをしたり、相手に失礼なことをしたりしたと

きには、「ごめんなさい」、「すみません」と素直に謝れるはずです。この気持ちがあるから、人

と人は許し合い、認め合い、お互いに尊重することができると思います。これは、学校で子ど

も達の心に育てたい『思いやり』の気持ちです。

しかし、残念ながら、学校だけでは、この気持ち

は育てられません。ご家庭でも、同じ思いで育てて

いただきたいと思います。そのためにも、まず、大

人がその姿を見せることが大切だと思います。「子ど

もは、大人の背中を見て育つ」と言われます。その

姿を見たら、真似をして、自分のものにしていくは

ずです。そうすれば、自然と「ありがとう」や「ご

めんなさい」が気持ちを込めて出てくると思います。



まごころ交流会 中学３年部 上野 資幸

家庭科で学んだ「保育分野」の知識と実習経験を生かして，「思

いやりの心」や「他者を認める心」を体験を通して学び，これま

での自分自身の成長過程を振り返ることを目的として実施しまし

た。各グループの反省記録には，「臨機応変に行動できた。」「遊

びに来てと言われてうれしかった。」「計画通りできた。」「小学生

も私も楽しめたし勉強になった。」という記録もあれば，「まとめるのが大変だった。」「緊急時

の対応には困った。」「つまんないといわれて困った。」「けがをした子がいた。」「やる気のない

子をどうすればやる気にさせられるかがわからなくて困った。」「けんかをしていた子に注意す

るのが難しかった。」など，貴重な体験をしたことも書かれていました。

「隣には 受検を控えた 友がいる」今回の体験を通して学んだことを，まず自分の学年の

仲間同士で活かせるよう支援していきたいと思います。

ＢＴＳ・ＭＲＴ探検を終えて 小学２年部 渡邉 綱平

去る１１月２５日（水），２６日（木）の２日間，ＢＴＳ・ＭＲＴを使って，チャトチャック

公園近くにある子ども博物館まで行ってきました。当日は両日とも好天に恵まれて，子どもたち

も朝からわくわくした雰囲気でした。ＢＴＳもＭＲＴも一般のお客さんと一緒に乗車するために，

赤白帽子に体操服の子どもたちの集団に一般のお客さんもびっくり。しかし，校外学習だとわか

ると，一斉に立って子どもたちのために席を譲ってくれました。こうした，タイの人たちと空間

を共にすることも，この活動の大きな特色となっています。

また，この活動を通して子どもたちのお世話役として，各クラスから

２名ずつの保護者ボランティアの方についていただきました。担任だけ

でなく多くの大人の目で子どもたちを見ることによって，安全に移動を

することができました。活動を終えた子どもたちからは，少し疲れたようでしたが，充実感が漂

っていました。

長子登録の変更について（お知らせ）

１月中旬から、中学３年生の多くが受験や進学準備等のため登校しないことが多くなり、次

のような不都合が生じることが予想されます。

・中学３年生が長子のままであると、長子配布のお便りやお知らせ等が期日どおりにきち

んと届かず、緊急性や重要性のあるお知らせに漏れが生じるおそれがある。

・中学３年生のいるご家庭は、保護者の方も帰国していることが多く、そのため緊急連絡

網が正常に機能しないおそれがある。

つきましては、これらを回避するため、中学３年生に長子がおられる場合、その長子を除く

第２子の児童生徒を長子登録し、併せて学級連絡網も変更いたします。なお、本校に弟妹が在

籍していないご家庭は、長子登録の変更は行いません。また、変更は平成２２年１月１１日

（月）からとさせていただきますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

目線を合わせ，笑顔を絶やさず・・



日 曜 下校バス

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水 11:30J-BUS

7 木
14:35 P1-2
15:50 P3-6 M1-3

8 金 14:35J-BUS

9 土

10 日

11 月
14:35 P1-3
15:50 P4-6 M1-3

12 火
14:35 P1,5
15:50 P2-4,6 M1-3

13 水
14:35 P1-3
15:50 P4-6 M1-3

14 木
11:30　P1-4
15:50  P5-6 M1-3

15 金 14:35J-BUS

16 土

17 日

18 月
14:35 P1-3 M2
15:50 P4-6 M1,3

19 火
14:35 P1
15:50 P2-6 M1,3

20 水
14:35 P1-2
15:50 P3-6 M1,3

21 木
14:35 P1-2
15:50 P3-6 M1,3

22 金

23 土

24 日

25 月
14:35 P1-3
15:50 P4-6 M1-3

26 火
14:35 P1
15:50 P2-6 M1-3

27 水 14:35J-BUS

28 木
14:35 P1-2
15:50 P3-6 M1-3

29 金 14:35J-BUS

30 土 11:30 P5-6,M1-3

31 日

小３授業参観

クラブ活動⑦

中２修学旅行
中１校外学習

第３回英検１次

授業料納入期限

中２修学旅行

創立記念日

年始休業

始業式

思いやりの日　記名の日

小中生徒指導連絡会

中１．２実力テスト　　小５授業参観

小６授業参観
中学部入学説明会

教科研究会

避難訓練

５校時授業　避難訓練予備日

研究推進委員会

年始休業

編入受付　　教科・指導部会
合同企画会 　小企画会　中企画会

平成２１年１2月１4日現在

合同連絡会　小連絡会　中職員会

児童・生徒 教職員

年始休業
元旦

Ｊバスミーティング

２００９年度　　　　　１月行事予定　　　　　　　　　　　　　泰日協会学校　　

編入相談

中２修学旅行
小４授業参観

タイ国こどもの日

小学部入学説明会

バス乗り込み下校指導

委員会活動⑧
授業料振込み用紙配付（中３　１２／２１配付済み）

Jバスミーティング

小５以上の登校日 シラチャ校教員バンコク校訪問

　１月になると中学３年生の教室が寂しくなります。受験で日本に一時帰国する生徒がいるためです。普通に授業を行うことが難しくなるため、こ
のときは臨時にクラス編成を行って授業を行います。こういう事情があるので、中学３年生の授業内容は２学期中に終わらせてます。当然、中学
３年生は３学期の総合考査Ⅲはありません。３学期は、ほとんどの中学３年生にとって自分の進路を決定する大切な時期になります。
（進路指導部長　小笠原直仁）

中１授業参観は２／１です。
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